
○
二
月
に
は
鯨
の
事
を
書
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
故
小
方
定
一
翁
の
「
長
崎
料
理
の

自
慢
話
」
節
分
の
條
に
次
の
よ
う
に
鯨
の
事
が
記
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
節

分
、
豆
ま
き
が
す
ん
だ
ら
一
室
に
集
り
盃
事
は
じ
ま
る
。
ご
馳
走
は
、
鬼
の
手
こ

ぼ
し
と
言
う
赤
大
根
の
お
鱠

な
ま
す
、（
赤
大
根
は
輪
切
に
し
て
塩
で
食
す
）、
作さ
し

身み

は
鰤ぶ

り

。

鯨
の
百
尋ひ

ろ

、
金か

な

頭
が
し
ら

の
煮
付
、
と
う
ぽ
イ
カ
の
煮
付
、
鯨
の
ゆ
で
も
の
、
か
ら
し

菜
・
人
蔘
・
こ
ん
に
ゃ
く
等
の
辛か

ら

し
合
え
。
煮
〆
。
今
夜
は
何
ん
で
も
大
き
な
も

の
を
食
べ
る
の
で
す
。

○
然
し
、
二
月
は
ど
う
し
た
事
か
私
に
各
方
面
よ
り
多
く
の
本
が
贈
ら
れ
て
き
た
の

で
其
の
本
の
紹
介
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
「
鯨
話
」
は
次
の
機
会
に
す
る
事
に
し
た
。

唯
一
つ
私
に
は
鯨
に
つ
い
て
話
し
て
お
き
た
い
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
昔
の
鯨
漁
場

跡
の
遺
跡
を
訪
ね
る
と
、
其
処
に
は
必
ず
「
鯨
兒
供
養
」
と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
供

養
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
が
、
今
で
も
私
の
記
憶
の
中
に
何
故
か
強
い
印
象
と

し
て
残
っ
て
い
る
。

○
さ
て
、
寄
贈
本
の
第
一
は
十
八
銀
行
前
頭
取
藤
原
和
人
氏
自
著
の
「
詫
び
状
か
ら

の
出
発
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
思
議
な
本
の
題
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
巻
頭
の

「
お
客
様
へ
の
ご
連
絡
」
に
先
ず
書
か
れ
て
い
た
。
著
書
の
中
で
私
は
「
パ
リ
ー

時
代
」
の
項
に
心
が
な
ご
ん
だ
。

○
次
に
二
十
六
聖
人
の
結
城
了
悟
神
父
よ
り
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
か
ら
の
声
」
を
戴

い
た
。
内
容
は
外
国
文
献
を
多
く
引
か
れ
、
今
ま
で
不
明
確
で
あ
っ
た
史
実
に
つ

い
て
強
く
一
歩
ふ
み
出
し
て
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
長
崎
最
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
乙お

と

名な

」「
出
島
の
誕
生
」
等
々
で
あ
る
。（
長
崎
純
心
大
博
物
館
編
輯
）

○
清
島
和
枝
女
史
よ
り
は
自
著
の
県
下
キ
リ
ス
ト
教
布
教
当
時
の
佛
寺
変
遷
史
の
論

考
「
長
崎
に
お
け
る
宗
教
政
策
に
関
す
る
研
究
」。
女
史
が
こ
こ
五
年
間
・
京
都

竜
谷
大
学
に
学
ば
れ
た
研
究
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
立
派
な
論
考
だ
っ

た
。

○
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
原
田
博
二
研
究
所
長
よ
り
原
田
先
生
の
指
導
で
同
館
の

近
世
文
書
研
究
会
の
人
々
が
協
力
編
集
さ
れ
た
「
天
保
六
年
長
崎
奉
行
所
関
係
史

料
」
で
内
容
は
実
に
充
実
し
て
い
た
。

○
最
後
に
本
会
で
も
「
な
が
さ
き
の
空
　
平
成
十
九
年
度
特
集
号
」
を
十
八
銀
行
の

御
援
助
で
発
刊
、
内
容
は
各
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り

一
読
さ
れ
る
事
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
無
料
・
希
望
者
は
本
会
事
務
局
ま
で
）

先
日
、
長
崎
歴
史
文
化
協
会
に
出
か
け
た
時
、
越
中
先
生
よ
り
阿
野
露
團
氏
が

「
な
が
さ
き
の
空
」
二
九
九
号
に
投
稿
さ
れ
た
「
師
弟
愛
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
…
朝

永
律
朗
句
碑
建
立
記
」
を
戴
き
、
越
中
先
生
よ
り
「
あ
な
た
も
当
時
の
思
い
出
が
あ

っ
た
ら
、
お
書
き
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
わ
れ
た
。

平
成
二
年
一
月
、
当
時
・
私
は
小
島
小
学
校
校
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。
三
月
小
島
小
学
校
創
立
記
念
日
の
記
念
行
事
と
し
て
私
は
小
島
地
区
の
長

老
一
ノ
瀬
弥
一
氏
に
何
か
地
区
に
関
す
る
御
話
を
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で

は
と
い
う
の
で
講
演
を
引
き
う
け
ら
れ
た
。「
校
歌
の
ふ
る
里
」
と
題
し
て
小
学
校

校
歌
の
作
者
田
中
英
二
先
生
の
お
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
ノ
瀬
氏
の
お
話
が
今
回
の

「
田
士
英
・
朝
永
律
朗
句
碑
」
建
立
の
発
端
に
な
っ
た
事
を
私
は
い
ま
思
い
だ
し
て

い
る
。

田
中
英
二
先
生
は
明
治
二
十
九
年
一
月
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
学
校
教
育
に
精
勤
さ

れ
た
方
で
「
長
崎
大
百
科
事
典
」
に
も
記
載
さ
れ
て
あ
ら
れ
る
長
崎
の
文
化
に
功
労

の
あ
ら
れ
た
方
で
、
其
の
最
後
の
勤
務
地
が
小
島
小
学
校
で
あ
り
、
其
の
時
教
え
を

う
け
ら
れ
た
一
人
が
朝
永
律
朗
さ
ん
で
あ

っ
た
。
長
崎
大
百
科
事
典
に
は
田
中
先
生

の
事
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
っ
た
。

明
治
八
年
長
崎
に
生
る
。
本
名
、
田
中

英
二
。
俳
号
・
田で

ん

士し

英え
い

。
明
治
三
十
五
年

結
成
さ
れ
た
俳
句
結
社
「
半
夜
会
」
を
経

て
、
明
治
四
十
三
年
長
崎
に
来
遊
し
た
河

東
碧
梧
桐
の
指
導
を
う
け
碧
派
新
傾
向
の

「
伽
倶
津
知
会
」
を
創
立
。
大
正
四
年
長
崎

に
於
け
る
俳
壇
最
初
の
選
集
「
句
集
ナ
ガ

サ
キ
」
を
編
纂
。
大
正
十
年
高
浜
虚
子
の

長
崎
来
遊
を
機
に
定
型
俳
句
に
復
帰
。
長

崎
の
文
人
田
中
彦
影
・
石
橋
忍
月
・
中
西

朱
人
が
設
立
し
た
「
あ
ざ
み
会
」
に
参
加
、
昭
和
四
年
同
人
と
共
に
「
太
白
」
を
発

刊
。
以
来
「
鎭
西
俳
壇
の
白
眉
」
と
称
さ
れ
た
。
昭
和
十
八
年
没
。

其
の
年
の
五
月
十
四
日
刊
の
「
小
島
小
学
校
だ
よ
り
」
に
前
記
一
ノ
瀬
氏
の
御
話

の
骨
子
を
私
達
は
集
録
し
た
。
其
の
文
の
中
に
田
中
先
生
よ
り
俳
句
の
指
導
を
う
け

た
愛
弟
子
と
し
て
朝
永
律
朗
氏
の
事
も
紹
介
し
た
。

私
は
若
い
頃
、
磨
屋
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
時
、
保
護
者
の
一
人
で
西
古
川
町

に
居
住
し
て
お
ら
れ
た
「
田
中
さ
ん
」
の
家
を
訪
問
す
る
事
が
あ
っ
た
。
な
ん
と
、

そ
の
「
田
中
さ
ん
」
と
は
私
の
先
輩
で
長
崎
教
育
委
員
会
主
事
の
田
中
英
吉
先
生
で

あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
更
に
、
英
吉
先
生
が
田
中
田
士
英
の
御
長
男
で
私
の
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
さ
ん
は
お
孫
さ
ん
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
更
に
驚
い
た
。

西
古
川
町
の
お
住
い
は
今
も
其
の
お
孫
さ
ん
達
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
家

の
前
に
は
田
士
英
が
植
え
ら
れ
た
一
本
の
椿
が
残
っ
て
い
る
。
た
し
か
其
の
時
私
は

田
士
英
の
短
冊
を
見
せ
て
戴
い
た
。
そ
の
句
を
今
で
も
お
ぼ
え
て
い
る
。

勝
凧
を
下
す
　
広
言
ぼ
さ
き
つ
つ

平
成
三
年
三
月
　
私
は
定
年
に
よ
り
小
島
小
学
校
長
を
退
職
し
た
が
、
此
の
時
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
小
桃
源
」
に
「
句
碑
の
あ
る
学
校
」
と
い
う
一
文
を
残
し
た
。
今
考

え
る
と
、
此
の
一
文
を
記
し
た
事
が
私
に
と
っ
て
は
今
回
建
立
さ
れ
た
「
師
弟
愛
の

碑
」
建
立
の
原
点
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。「
小
桃
源
」
に
私
は

次
の
よ
う
な
文
を
残
し
て
い
た
。

本
校
（
小
島
小
学
校
）
に
は
校
歌
の
作
詞
者
で
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
一
月
か
ら

昭
和
六
年
三
月
ま
で
の
三
十
六
年
勤
務
さ
れ
た
田
中
英
二
先
生
（
註
・
田
士
英
）
が

本
校
を
退
く
日
の
感
激
を
込
め
て
詠
ま
れ
た
句
が
、
句
碑
と
し
て
朝
永
律
朗
氏
の
尽

力
に
よ
っ
て
校
門
の
横
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
其
の
句
は

散
る
花
を
　
手
に
う
け
て
　
思
ふ
事
多
し
田
士
英

平
成
十
六
年
、
私
は
滑
石
小
学
校
で
同
校
が
昭
和
四
十
八
年
新
校
舎
に
移
転
し
た

当
時
、
そ
れ
ま
で
旧
校
庭
内
に
あ
っ
た
「
卒
業
記
念
樹
碑
」
を
改
修
す
る
事
と
、
旧

木
造
校
舎
最
後
の
卒
業
生
が
残
し
た
「
卒
業
記
念
の
碑
」
に
「
さ
よ
な
ら
木
造
校
舎
」

の
文
字
を
刻
み
加
え
た
新
し
い
碑
の
建
立
を
私
が
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
の
賛
同

が
あ
り
「
新
校
舎
落
成
の
碑
」
と
し
て
建
立
し
て
戴
い
た
。
こ
の
時
、
私
は
小
島
小

学
校
に
も
「
田
士
英
・
律
朗
両
師
の
碑
」
を
建
て
た
い
と
深
く
考
え
た
。

小
島
小
学
校
の
直
ぐ
下
に
は
田
上
渓
谷
よ
り
流
れ
下
る
小
島
川
が
あ
り
、
其
の
谷

間
に
は
長
崎
名
勝
の
一
つ
「
白
糸
の
滝
」
が
あ
り
、
続
い
て
薩
摩
藩
の
小
島
別
邸
跡
、

小
島
百
花
園
、
茂
木
街
道
、
ピ
ン
ト
ク
坂
な
ど
と
旧
跡
が
多
く
、
昔
の
人
達
は
こ
の

あ
た
り
を
「
小
桃
園
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
小
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
機
関
紙
も
「
小
桃
園
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
風
雅
な
地
で
あ
っ
た
の
で
田
士
英
・

律
朗
の
両
師
も
育
た
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

平
成
十
七
年
十
一
月
十
四
日
、
阿
野
露
團
氏
を
発
起
人
代
表
と
し
て
朝
永
律
・
寺

井
房
夫
の
両
人
を
中
心
に
建
碑
助
成
申
込
書
を
長
崎
市
に
提
出
、
市
よ
り
碑
に
対
す

る
公
租
公
課
問
題
を
告
げ
ら
れ
計
画
は
一
時
中
断
。
次
い
で
地
区
の
ミ
リ
オ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て
銀
行
投
資
信
託
等
を
利
用
し
て
再
発
足
。
平
成
十
七
年
十
一
月
十
八
日
地

域
紙
に
「
小
島
の
師
弟
　
田
士
英
・
律
朗
」
を
発
表
。
小
島
小
学
校
塚
本
俊
朗
校
長

よ
り
も
強
力
な
る
御
援
助
を
戴
く
。
次
に
小
島
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
援

助
さ
れ
る
旨
の
連
絡
を
う
け
ら
れ
た
由
連
絡
あ
り
。

平
成
十
八
年
春
、
塚
本
校
長
よ
り
連
絡
あ
り
。「
小
島
小
に
は
チ
ャ
ボ
が
い
ま
す

が
、
あ
の
チ
ャ
ボ
は
何
時
ご
ろ
か
ら
、
学
校
に
い
る
の
で
す
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
も

記
念
碑
建
立
に
就
い
て
は
非
常
に
厚
意
を
持
た
れ
大
い
に
御
援
助
を
戴
い
て
お
り
ま

す
。」
と
の
事
。
早
速
チ
ャ
ボ
の
件
に
つ
き
回
答
、「
あ
の
チ
ャ
ボ
は
鷹
島
う
ま
れ
で

す
。
小
桃
園
の
小
島
小
に
は
、
い
か
に
も
合
っ
た
鳥
で
し
ょ
う
。」
と
お
答
え
し
た
。

何
ん
だ
か
春
め
い
た
感
を
深
く
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
一
月
十
五
日
　
小
島
小
前
校
長
伊
東
賢
悟
氏
、
現
塚
本
校
長
も
大
い

に
記
念
碑
建
立
に
は
熱
意
を
示
さ
れ
、
つ
い
に
句
碑
建
立
決
定
の
知
ら
せ
を
受
け
た
。

そ
し
て
同
年
五
月
一
日
火
曜
日
除
幕
式
が
あ
っ
た
。

田
士
英
の
「
散
る
花
」
の
句
碑
に
そ
っ
て
、
律
朗
の
「
落
花
し
ば
ら
く
」
の
句
碑

が
そ
え
ら
れ
、
小
桃
源
に
育
っ
た
二
俳
人
の
新
た
な
功
績
を
見
い
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
長
崎
の
文
芸
を
代
表
す
る
結
社
「
太
白
」
の
創
刊
に
尽
力
さ
れ
た
田
士
英
、
そ

の
編
集
に
尽
力
さ
れ
た
律
朗
の
お
二
人
の
句
碑
が
肩
を
並
べ
る
姿
で
「
師
弟
愛
の
深

い
つ
な
が
り
」
を
小
島
小
学
校
か
ら
発
信
さ
れ
た
事
に
私
は
深
く
感
激
し
て
い
る
。

（
師
弟
の
愛
を
さ
さ
え
る
会
）

小島小学校長時代の田士英（田中寛子女史提供）

三
〇
七
号
　
平
成
二
十
年
二
月
二
十
日

田
士
英
・
朝
永
律
朗
の
句
碑
　
建
立
経
過
報
告

寺
井
　
　
房
夫

風
信


